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ボーリング柱状図
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礫はφ10～30mmの亜角礫を主体
に最大φ50mmを認める。マトリ
ックスは表部10cm間は砂分を主体
，以深は中～粗砂分と細粒土分で
構成され、礫間を緩く埋める。
局所で植物根を混入する。
風化・変質による脆性化が顕著で
コアは土砂状で採取される。
岩塊は概ね新鮮で硬質である。
GL-2.35m付近までは局所的に細か
い層理の発達による礫状部がある
ものの、主たるコア形状は長さ
5cm内外の棒状～片状で採取され
る。以深、GL-3.4mまでは
φ10～30mmの角礫状コアで採取
されるが、コア自体にに脆さは無
く、ハンマー打撃では金属音を発
する硬度を有す。以深は、長さ
5～10cmの棒状～片状コアを主体
とする。全体に亀裂はあるものの
、開口性のものは無い。
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